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約
を
認
む
る
の
法
術
は
實
は
多
轍
勢
働
者
の
、

拍
由
薫

難

約
の
難

・
辱

て
蓋

し
砦

・
の
恐

き
.
是
に
磐

讐

竈

箇

に
快
垂

溜

塗

合
法
逡

・
藷

・
漉

、
篇

者
の
合
議

約
(。・
,互

く。
げ・.・、
p一}

㈹
v
は
肇

側
よ
り
も
亦
漸
く
議

せ
ち

れ
む
ビ
す

る
に
至
れ
り
。
此
事
た
る
や

決
し
て
軍

に
法
律
上

又
は
経
済
上
の
理
論
を
以
て

説
明
し
得

へ
き
に
非

す
、
.宜
し
C
経
済
角
兼
道
徳
的
の
見
地
よ
い
.解
繹
す

へ
き
な
り
』
詳
言
す
れ
は
勢
働
者
の
雇
注

"
鋤
吋
る
關
係
か

ゆ

隷
騒
葡
不
孕
等
的
よ
り
し
て
、
対
立
釣
竿
誓
約
こ
な
り
、
勢
働
か
曾
て
貨
物
ス
は
帝
口叩
犀
同
.
「
税
せ
ら
れ
た
る
こ
.

7

・



'

ご
怯
漸
く
改
ま
b
て
、
.國
法
上
及
ひ
国
際
僚
続
上
に
於
て
決
し
て
此
等

ε
同

一
現
す

へ
か
ら
叢
る
も
、の
ε
認
み
ぢ
.

る
、
に
至
り
.
從
て
勢
賃
は
貨
物
叉
は
商
品
の
代
償
ε
同

　
祝
す

へ
き
も
.の
に
非
す

ξ
認
.め
狂
れ
、
.
.
∵「
共
の
時
及
・

「
ひ
其
の
屠
に
於
て
和
算

認

め
ら
る
垂

活
程
度
を
維
持
す
る
に
足
る
勢
賃
を
被
用
者
酵

働
者

に
支
綿
ふ

へ
・き
一

こ
ご
」
λ
第
二
節

の
首
参
照
)
か
最
近
の
世
界
…宇
和
條
約
中

に
規
定

せ
ら

る

、
に
至
れ
る
も

の
は
、
決
し
て
軍

に
諸

・國
抽
蹴
上
の
進
歩
ξ
し
て
論
評
す
.へ
き
に
非
す
し
て
、
宜
し
く
国
民
経
済
事
情
の
進
歩

に
俘
ふ
所

の
道
徳
程
度
の
.

獲
展
ざ
七
て
論
断
す

へ
き
も
似
な
b
ε
す
。
果

し
て
然
ぢ
は
前
掲
勢
賃

の
最
大
黙
及
ひ
最
小
黙
の
墨
説
に
於

て
契

約
上
の
減
勢
を
以
て
勢
賃
を
し
て
此
面
黙
臨
を
動
揺
せ
し
む
る
所

の
唯

一
原
動
力
ご
鴬
寧
も
め
は
倉
の
並皇
見
し
髄

は
.さ
る
所
な
肪
◎
今
盟
く
此
最
大
最
小
の
両

黙
の
存
在
を
藁
囲
ざ
す

る
も
勢
賃
を
し
て
.此
面
黙
間
仁
動
揺
ぜ
し
む

る
所
の
原
動
九
に
縄
濟
的
爺
道
徳
的
の
潜
み
み
こ
ご
を
怠

る
可
か
ら
す
。
`
何
ぞ
や
曰
く
謂
ゆ
る
徳
に
報
ゆ
る
に
徳

を
以
て
す
み
の
思
想
即
ち
報
恩
主
義
の
思
想
即
ち
是
な
り
。
.詳
言
す
れ
は
サ
.若
し
労
働
者

り
企
業
者
風
樹
す

る
報

恩
の
思
想
割
合
に
大
な
れ
は
、
労
賃
は
其
最
小
黙
に
近
く
決
定
す

べ
C
.
之
に
反
し
て
、
若
し
企
業
者
の
勢
働
者

`

に
蜀
す

る
報
恩
の
思
想
割
合
に
人
な
れ
は
勢
賃
は
其
最
大
黙

に
近
く
決
定
す

巴
謂
ふ
を
得

へ
き
な
b
つ

(未
完
)

論
.
蹴
・

労
賃
の
縄
濟
酌
取
臥
竜
徳
的
性
質
(三
)

第
十

一魯
.
、
(第
三
鵬

五
九
}
.
,
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五
三
ド
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